
広報やながわ 2013.6.157

　7月 8日から、外国人住民にも住民基本台帳ネット
ワーク（住基ネット）の運用が始まります。これに併
せて、住民基本台帳カード（住基カード）の交付を受
けることができるようになります。

＜ 7 月 8 日からの変更点＞
●外国人住民にも住基ネットの運用が開始されます。

　※住基ネットとは、居住関係を証明する住民基本台
　　帳をネットワーク化したもので、全国共通の本人
　　確認ができるシステムです。
●住基ネットの運用開始により、住民票に住民票コー
ドが記載されます。また、本人あてに住民票コードを
通知します。

※住民票コードとは、住基ネットで本人確認のため　
　に必要な全国共通の番号です。
●住基カードは、市に申請すれば、受け取ることがで
きます。カード表面に
住所、氏名、生年月日、
性別、顔写真が載った、
本人確認として使える
ICカードです。発行手
数料は１枚 500円。申
請の際は、在留カード
とパスポートを、持ってきてください。

＜住基ネットの運用開始で、できるようになること＞
●市外の市区町村でも、住民票の写しの交付が受けら
れます。
●住基カードがあると、転入届の手続きが 1回で済む
ようになります。具体的には、これまで住んでいた市
区町村に郵送などで転出届を行った後、引っ越し先の
市区町村の窓口で転入届をするだけで済みます（通常
は転出届、転入届の 2回の窓口手続きが必要）。
●住基カード内に電子証明書が埋め込まれていますの
で、電子証明書による本人確認が必要な行政手続が、
インターネットで申請できるようになります。

　問い合わせは、市市民課市民係（☎ 77・8472）まで。

国人でも住基カードを受け取ることができます
7 月 8 日から外国人への住民基本台帳ネットワークの運用が開始外
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　市立図書館では、仕
事帰りなどでも立ち寄
りやすく、利用しやす
い図書館づくりを目指
して、本館の開館時間
の延長などを試験的に
行います。試験状況から、本格実施に向け検討します。

＜試験期間＞ 7 月 1日～ 9月 30日
＜開館時間変更の内容＞
●本館の開館時間は、金曜日のみ午後 8時まで延長
していましたが、今回は、火・水・木曜日も午後 8
時まで延長して開館します（土・日・祝日の開館時
間はこれまで通り午後 6時まで）。
●本館にある「水の資料館」の開館時間も延長します。
●雲龍図書館は、金曜日の閉館時間を午後 8時から
午後 6時に変更します。

　問い合わせは、市立図書館（☎ 74・4111）まで。

書館本館は午後８時まで開館
9 月まで試験的に実施図

院選挙から変わります
入場券様式や投票所などを変更参

　7 月に行われる参議院議員通常選挙から、入場券
の様式や一部投票所の変更などを行います。

＜投票所入場券の様式が変わります＞
　投票所入場券の裏面に、期日前投票宣誓書の様式
を追加します。事前に宣誓書に記入できますので、
期日前投票所での受付が簡単になります。

＜ 4 か所の投票所を変更＞
　参院選挙では、次の 4か所の投票所を変更します。
第 7・第 8・第 11 投票所の 3か所は、各小学校体
育館から、従来の施設に変更します。
　また、第 22 投票所は、新設の垂見コミュニティ
センターに変更します。

▽第 7 投票所：東宮永小学校体育館
　　　　　　　→柳川農村環境改善センター

▽第 8 投票所：両開小学校体育館
　　　　　　　→有明まほろばセンター

▽第 11 投票所：蒲池小学校体育館
　　　　　　　→蒲池農村環境改善センター

▽第 22 投票所：垂見小学校体育館
　　　　　　　→垂見コミュニティセンター
　　　　　　　　（垂見小学校北側）
＜成年被後見人の選挙権が復活＞
　平成 25 年 5 月 31 日に公職選挙法が改正されま
したので、成年被後見人も、今回の参議院議員通常
選挙から投票することができます。
　問い合わせは、市選挙管理委員会事務局（☎ 77・
8491）まで。
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改修された蒲池公民館
（蒲池農村環境改善セン
ター・写真右上）、東宮
永公民館（柳川農村環境
改善センター・写真左
上）、昭代公民館（就業
改善センター・写真下）

蒲

  知
事のふるさと訪問

▲「柳川まり・さげもん教室」を訪れた小川知事（写真中央）

▲産業やボランティア団体など 5 団体と意見交換

▲市や県のマスコットキャラクター「こ
っぽりー」（右）や「エコトン」も登場
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